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日本には 「山椒は小粒でもぴりりと辛い」 ということわざがある。 意味は体は小さくても、 すぐれた能力を持っている。 小さい空間でも机能は完全にそろっている部屋を

つくりたい。

ターゲットは学生と社会人だから、 勉強と仕事のスペースが重要だ。 なお、 一人暮らしなので、 時々は友達がきてほしい。 一緒に料理をしたり、 ご飯を食べたりする

ことが出来る空間と収納スペースを一体化にした。

フローリングから 1.5ｍ上がる所で読書と仕事をする。 下は三つの引き出しに分けた。 引き出しはレールと下にあるキャスターをつかって、 女性でも気軽に引き出しを出

せるようにした。

構造部分には強度のある硬い 「オーク」 使う。 上の座板には手ざわりのやわらかい 「タモ」 を選んだ。 その他の部分は現状維持、 お客さんの要望でトイレと居室の

壁紙を変更するサービスを提供できたらいいと思う。

右から一番目の引き出しに着物かけで服をかけらけ
る。

二番目の引き出しは収納。トランク、本とかを置く。一番左側の下の引き出しは机。机の下にいすを置い
ている。友達三人と食事をすることができる。上は鍵、
財布とかの置く場所。

上部の様子。


